
【様式３】

■研究目的・方法

【目的】
鏡視下手術後のポートサイト再発における予後や治療妥当性を検討する。
【方法】
当院で鏡視下手術後のポートサイト再発と診断された方に関して、診療録から臨床情報を
取得し、後方視的に検討します。

■研究に用いる
　　試料・情報の種類

「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」、「個人情報の保護に関する法律」に則り、
年齢、性別、治療内容といった個人情報を含む診療録の情報を使用します。後方視的研究
のため、対象者個人への直接的な利益は生じません。研究の成果はポートサイト再発の治
療法の進歩に有益となる可能性があります。
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■研究の対象
2010年1月1日から2025年12月31日までの間に、当院で腹腔鏡下手術を施行し、術後に
ポートサイト再発を認めた症例

　本研究に関するご質問・ご相談等がありましたら、下記の連絡先までお問い合わせください。
　ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧す
ることができますので、下記連絡先まで電話またはFAXにてお申し出ください。
　また、試料・情報が当該研究に用いられることについて、患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承いただけいない場合に
は研究対象といたしませんので、下記の連絡先までお申し出ください。その場合でも、患者さんに不利益が生じることはございませ
ん。

お問い合わせ先及び研究への利用を拒否する場合の連絡先：

〒２５１－８５５０　藤沢市藤沢２丁目６番１号
藤沢市民病院　外科　　　（研究責任者）　山岸　茂
電話番号：０４６６－２５－３１１１（代表）　　FAX：０４６６－２５－３５４５

倫理委員会承認日から　　　２０３１年　　３月　　３１日■研究期間

■試料・情報の
　　取得と保管方法

当院で、鏡視下手術後のポートサイト再発と診断された方の診療録から、臨床情報を取得し
ます。本研究の関係者は、研究対象者の個人情報保護について個人情報保護法等（平成
15年法律第57号）を遵守します。また、本研究の結果を論文にて公表する際には、研究対
象者の氏名等特定の個人を識別することができる情報を使用しない等、研究対象者の個人
情報の保護について十分に配慮します。

■外部への
　　試料・情報の提供

本研究で取得された情報を外部に提供することはありません。


